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アプリケーションレポートアプリケーションレポートアプリケーションレポートアプリケーションレポート

CDA-1000 浮遊

作成：2014 年 3 月 

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

培養細胞には、接着系と浮遊系があり

としては Hela細胞などがよく知られている。

Jurkat細胞は、白血病（急性 T

確立された株であり、浮遊系の培養細胞としてよ

く知られている。 

今回、Jurkat細胞を継代した時の

いて実験を行ったので報告する。 

 

２．試料２．試料２．試料２．試料    

Jurkat細胞 

JKT-beta-del (JCRB0147) 

増殖した培養液から新たな培地へ継代した。

 

３．培養条件３．培養条件３．培養条件３．培養条件    

1) 温度 

37 ℃ 

2) CO2濃度 

5% 

3) シャーレ 

①Non treated（処理されてないもの）

②Treated（接着細胞用に処理されたもの）

1 日毎に測定する培養液は独立したシャー

レとし、継代時から測定まで静置培養した。

 

４．装置４．装置４．装置４．装置条件条件条件条件    

装置 ：CDA-1000 

検出器 ：100μm 

X 軸 ： 粒子径 

 

５．５．５．５．測定条件測定条件測定条件測定条件 

希釈液 ：セルパック 

分析量 ：500μL 

希釈倍率 ：10～200倍 

カウント数が 10000

うに希釈倍率を設定 

 

６６６６．総括．総括．総括．総括    

シャーレの違いによる増殖状況の違いを捉え

ることができた。 

濃度あるいは平均粒子径を測定することによ

って、継代のタイミングや薬物投与など実験上

の処理のタイミングを図る指標として活用で

きる可能性がある。 

 

アプリケーションレポートアプリケーションレポートアプリケーションレポートアプリケーションレポート No.CDANo.CDANo.CDANo.CDA----SCJ SCJ SCJ SCJ 11113333000000001111    

浮遊系細胞(Jurkat)の経日測定

 

 

培養細胞には、接着系と浮遊系があり、接着系

細胞などがよく知られている。 

T細胞性）から

確立された株であり、浮遊系の培養細胞としてよ

時の経日変化につ

 

増殖した培養液から新たな培地へ継代した。 

（処理されてないもの） 

（接着細胞用に処理されたもの） 

日毎に測定する培養液は独立したシャー

レとし、継代時から測定まで静置培養した。 

10000 を超えないよ

 

シャーレの違いによる増殖状況の違いを捉え

濃度あるいは平均粒子径を測定することによ

って、継代のタイミングや薬物投与など実験上

の処理のタイミングを図る指標として活用で

７７７７．測定結果．測定結果．測定結果．測定結果    

1) 濃度 

6 日目あたりからシャーレ間の濃度差が明確とな

った。 

 Non treated

0 日目 1.89×10

6日目 3.18×10

9日目 1.34×10

図図図図 1111

 

2) 平均粒子径 

Treated は、対数増殖期に入るまでに最大値を迎

え、増殖期に入ると平均粒子径は小さくなった。

Non treated は、平均粒子径に大きな変化がなく

ほぼ横ばいであった。

 Non treated

0 日目 13.38μ

4日目 13.66μ

9日目 13.51μ

図図図図 2 2 2 2 平均粒子径

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の経日測定 

1/2 

シャーレ間の濃度差が明確とな

Non treated Treated 

104/mL 1.89×104/mL 

105/mL 5.07×105/mL 

106/mL 2.20×106/mL 

 
1111 濃度変化 

、対数増殖期に入るまでに最大値を迎

え、増殖期に入ると平均粒子径は小さくなった。

平均粒子径に大きな変化がなく

。 

Non treated Treated 

μm 13.38μm 

μm 14.10μm 

μm 11.84μm 

 
平均粒子径の変化 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の

測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 

    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 

図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 

図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 

図 10 S.pombe 経時変化 
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図図図図 4444    粒度分布 

 

 

    

    
図図図図 3 3 3 3 重ね合わせグラフ 

Treated では粒子径の小さな細胞も存在する

ことを示す粒度分布となった。 

    

８８８８．粒度分布．粒度分布．粒度分布．粒度分布    

粒度分布を示す。 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

CDA-1000 浮遊系細胞(Jurkat)の経日測定 No.CDA-SCJ 13001 
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